藤野亀之助論 : 三井・トヨタ関係構築史 by 木山 実 & Minoru Kiyama
は
じ
め
に
戦
後
の
日
本
経
済
史
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
六
大
企
業
集
団
の
存
在
感
は
大
き
く
、
ま
た
そ
れ
ら
が
果
た
し
た
役
割
も
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
六
大
企
業
集
団
は
、
旧
財
閥
系
の
三
菱
・
三
井
・
住
友
の
三
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
大
手
都
市
銀
行
の
第
一
勧
銀
・
富
士
銀
行
・
三
和
銀
行
を
中
心
と
し
た
、
銀
行
系
三
グ
ル
ー
プ
の
計
六
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
六
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
三
井
グ
ル
ー
プ
の
社
長
会
「
二
木
会
」
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
加
盟
し
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
三
井
グ
ル
ー
プ
と
ト
ヨ
タ
の
関
係
は
、
一
九
世
紀
末
に
す
で
に
大
商
社
に
成
長
し
つ
つ
あ
っ
た
三
井
物
産
が
、
当
時
い
ま
だ
東
海
地
方
の
一
発
明
事
業
家
に
す
ぎ
な
か
っ
た
豊
田
佐
吉
に
支
援
し
た
と
き
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
豊
田
佐
吉
が
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
逝
去
し
た
の
ち
に
刊
行
さ
れ
た
伝
記
『
豊
田
佐
吉
伝
』
に
、
佐
吉
の
弟
佐
助
が
「
感
謝
に
堪
え
ぬ
人
々
」
と
題
す
る
文
章
を
寄
稿
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
1
木
山
実
藤
野
亀
之
助
論
三
井
・
ト
ヨ
タ
関
係
構
築
史
－ 1 －
〔
史
料
一
〕
（
前
略
）
感
謝
の
意
を
こ
め
た
記
録
を
留
め
て
置
き
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
第
一
に
銘
記
す
べ
き
は
故
藤
野
亀
之
助
、
故
児
玉
一
造
両
氏
の
心
を
こ
め
た
外
部
か
ら
の
援
助
で
す
。
兄
が
小
巾
力
織
機
発
明
以
来
藤
野
氏
か
ら
賜
つ
た
御
尽
力
は
多
大
で
あ
り
ま
す
。
児
玉
氏
は
兄
が
紡
績
へ
進
出
す
る
に
際
し
熱
心
な
る
御
助
力
を
下
さ
い
ま
し
た
。
兄
を
始
め
私
共
一
同
に
と
つ
て
は
、
共
に
忘
れ
得
な
い
恩
人
で
あ
り
ま
す
。
(
)
豊
田
家
の
者
に
と
っ
て
は
、
藤
野
亀
之
助
と
児
玉
一
造
の
両
名
が
特
に
「
感
謝
に
堪
え
ぬ
人
々
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
児
玉
一
造
に
つ
い
て
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
三
井
物
産
棉
花
部
長
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
、
同
社
名
古
屋
支
店
長
時
代
に
は
豊
田
佐
吉
と
の
交
友
も
始
ま
り
、
大
正
期
に
棉
花
部
を
独
立
さ
せ
て
東
洋
棉
花
を
設
立
し
、
そ
の
実
質
的
な
経
営
者
と
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
一
造
の
実
弟
利
三
郎
が
豊
田
佐
吉
長
女
の
娘
婿
と
し
て
豊
田
家
に
養
子
入
り
し
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
設
立
時
に
初
代
社
長
に
就
任
し
た
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、
こ
の
児
玉
一
造
の
名
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
感
が
あ
る
が
、
も
う
一
人
、
名
の
あ
が
っ
て
い
る
藤
野
亀
之
助
に
つ
い
て
は
、
児
玉
ほ
ど
に
知
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
だ
が
三
井
物
産
に
お
い
て
、
豊
田
と
の
企
業
間
関
係
構
築
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
、
児
玉
一
造
よ
り
も
む
し
ろ
こ
の
藤
野
亀
之
助
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
児
玉
は
す
で
に
構
築
さ
れ
た
三
井
物
産
と
豊
田
の
関
係
を
よ
り
発
展
さ
せ
た
人
物
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
義
を
有
す
る
藤
野
亀
之
助
に
つ
い
て
は
、
ト
ヨ
タ
の
経
営
史
研
究
な
ど
に
お
い
て
も
い
く
ぶ
ん
言
及
さ
れ
て
は
き
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で
発
明
家
豊
田
佐
吉
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
副
次
的
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
(
)
小
稿
作
成
の
動
機
は
、
豊
田
佐
吉
の
自
動
織
機
発
明
事
業
や
織
布
・
紡
績
事
業
を
支
援
し
つ
づ
け
た
三
井
物
産
の
藤
野
亀
之
助
と
は
一
体
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
素
朴
な
問
題
意
識
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
以
下
で
は
、
藤
野
亀
之
助
に
焦
点
を
当
て
、
彼
が
豊
田
佐
吉
な
ら
び
に
豊
田
の
事
業
を
支
援
し
て
い
く
過
程
を
追
跡
し
な
が
ら
、
彼
の
企
業
者
活
動
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
木 山 実 2
一
、
藤
野
亀
之
助
の
出
自
と
三
井
物
産
へ
の
入
社
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
刊
行
の
『
大
日
本
実
業
家
名
鑑
』
と
い
う
大
部
の
文
献
が
存
在
す
る
が
、
そ
こ
に
は
藤
野
亀
之
助
の
断
片
的
な
経
歴
が
載
っ
て
い
る
。
彼
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
〔
史
料
二
〕
【
出
生
】
慶
応
三
年
四
月
二
十
四
日
を
以
て
埼
玉
県
に
生
る
。
多
田
源
七
の
二
男
な
り
。
明
治
十
二
年
前
戸
主
ハ
マ
の
養
子
と
な
り
十
九
年
家
督
を
相
続
す
。
【
学
歴
】
夙
に
商
法
講
習
所
に
入
り
て
外
国
語
を
研
修
す
。
【
経
歴
】
学
成
り
て
三
井
物
産
会
社
に
入
り
累
進
し
て
大
阪
支
店
長
に
至
る
。
時
に
明
治
三
十
九
年
な
り
。
(
)
(
後
略
）
藤
野
亀
之
助
は
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
四
月
に
埼
玉
県
多
田
源
七
家
で
生
を
受
け
、
明
治
一
二
年
に
藤
野
家
の
養
子
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
、
藤
野
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
右
の
【
学
歴
】
と
【
経
歴
】
欄
を
見
る
と
、
藤
野
は
一
橋
大
学
の
前
身
で
あ
る
商
法
講
習
所
を
卒
業
し
て
か
ら
三
井
物
産
に
入
店
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
事
実
は
そ
う
で
は
な
い
よ
う
だ
。
ま
ず
右
の
引
用
も
と
で
あ
る
『
大
日
本
実
業
家
名
鑑
』
の
学
歴
欄
は
、
特
に
大
学
や
専
門
学
校
の
よ
う
な
高
等
教
育
機
関
を
卒
業
し
た
者
に
つ
い
て
は
、「
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
し
て
法
学
士
と
な
る
」
と
か
「
慶
応
義
塾
に
学
び
之
を
卒
業
す
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
た
い
て
い
は
「
卒
業
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
藤
野
に
つ
い
て
は
「
外
国
語
を
研
修
す
」
と
い
う
、
や
や
異
な
っ
た
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
治
一
五
年
頃
の
三
井
物
産
東
京
本
店
（
あ
る
い
は
横
浜
支
店
の
可
能
性
も
あ
る
が
）
の
状
況
に
関
し
て
、
同
社
社
員
で
あ
っ
た
寺
島
昇
と
い
う
人
物
が
以
下
の
よ
う
な
回
顧
談
を
残
し
て
い
る
。
〔
史
料
三
〕
藤野亀之助論3
其
頃
斎
藤
鐘
吉
、
今
の
延
壽
太
夫
が
手
本
を
書
い
て
、
そ
れ
で
安
田
錐
蔵
、
山
本
、
藤
野
亀
之
助
等
が
字
を
習
っ
た
。
少
年
山
本
が
十
六
、
安
田
が
十
五
、
藤
野
が
十
四
位
だ
っ
た
と
思
ふ
。
(
)
こ
こ
に
出
て
く
る
「
山
本
」
と
は
、
三
井
物
産
で
の
勤
務
を
経
て
、
後
に
衆
議
院
議
員
、
南
満
州
鉄
道
（
満
鉄
）
総
裁
に
な
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
山
本
条
太
郎
の
こ
と
で
あ
る
。
山
本
条
太
郎
は
少
年
時
代
に
丁
稚
（
小
僧
）
と
し
て
三
井
物
産
に
入
店
し
た
が
、
の
ち
に
清
元
節
の
家
元
延
壽
太
夫
と
な
る
斎
藤
鐘
吉
か
ら
、
そ
の
山
本
と
藤
野
少
年
ら
が
字
を
習
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
三
井
物
産
は
早
く
か
ら
商
法
講
習
所
を
は
じ
め
と
す
る
高
等
教
育
機
関
卒
業
生
を
採
用
し
て
い
た
が
、
明
治
期
前
半
段
階
で
は
、
ま
だ
丁
稚
（
小
僧
）
採
用
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
(
)
近
世
商
家
の
丁
稚
奉
公
か
ら
手
代
、
番
頭
へ
と
昇
進
し
て
い
く
よ
う
な
雇
用
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
は
、
先
輩
が
後
輩
の
丁
稚
に
「
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
」
を
教
え
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
右
の
回
顧
談
で
も
、
多
く
の
丁
稚
を
採
用
し
て
い
た
明
治
前
半
期
の
三
井
物
産
で
、
先
輩
が
後
輩
に
字
を
教
え
る
と
い
う
近
世
商
家
で
見
ら
れ
た
よ
う
な
光
景
が
見
ら
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
藤
野
が
商
法
講
習
所
を
卒
業
し
て
か
ら
三
井
物
産
に
入
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
教
育
水
準
に
あ
っ
た
藤
野
が
、
先
輩
か
ら
字
を
習
う
必
要
な
ど
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
藤
野
が
商
法
講
習
所
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
財
界
物
故
木 山 実 4
20歳頃の藤野亀之助(右)｡ 左は山本条太郎｡
(出所) 『山本条太郎伝記』 (山本条太郎翁伝記編纂会､
昭和17年) 36ページの写真｡
傑
物
伝
』
な
る
文
献
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
〔
史
料
四
〕
彼
（
丁
稚
と
し
て
三
井
物
産
で
勤
務
し
て
い
た
藤
野
―
木
山
注
）
は
か
く
し
て
、
そ
の
後
益
田
孝
氏
の
恩
顧
を
蒙
り
、
特
別
の
便
宜
を
以
て
、
商
法
講
習
所
（
東
京
商
科
大
学
の
前
身
）
に
入
り
、
外
国
語
の
研
修
に
寧
日
が
な
か
つ
た
。
彼
が
英
語
の
素
地
は
こ
の
時
を
以
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
藤
野
は
商
法
講
習
所
を
卒
業
し
て
か
ら
三
井
物
産
に
入
っ
た
の
で
は
な
く
、
ま
ず
三
井
物
産
に
入
店
し
た
後
、
丁
稚
小
僧
と
し
て
の
働
き
ぶ
り
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
三
井
物
産
社
長
益
田
孝
の
好
意
で
商
法
講
習
所
に
通
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
英
語
を
勉
強
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
三
井
物
産
の
内
部
史
料
と
し
て
「
使
用
人
録
」(
明
治
三
五
年
）
(
)
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
三
五
年
当
時
に
在
籍
し
た
三
井
物
産
従
業
員
の
入
社
年
月
、
月
給
額
な
ど
を
記
し
た
人
名
録
で
あ
る
が
、
商
法
講
習
所
、
東
京
商
業
学
校
、
東
京
高
等
商
業
学
校
と
改
称
し
て
い
く
現
在
の
一
橋
大
学
の
前
身
校
に
あ
た
る
こ
れ
ら
学
校
の
卒
業
生
の
み
に
つ
い
て
は
、
人
名
の
横
に
「
高
・
商
○
年
」
と
い
う
具
合
に
、
そ
の
卒
業
年
ま
で
記
入
し
、
い
わ
ゆ
る
一
橋
系
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
が
識
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
人
名
録
に
藤
野
亀
之
助
の
名
前
は
確
か
に
載
っ
て
い
る
も
の
の
、「
高
・
商
○
年
」
の
記
入
は
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
三
井
物
産
内
部
に
お
い
て
は
、
藤
野
は
商
法
講
習
所
の
卒
業
生
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。ま
た
商
法
講
習
所
以
降
の
一
橋
系
諸
学
校
卒
業
生
の
氏
名
を
列
挙
す
る
『
東
京
高
等
商
業
学
校
同
窓
会
々
員
録
』(
明
治
四
四
年
）
(
)
に
も
藤
野
の
名
前
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
藤
野
は
商
法
講
習
所
の
卒
業
生
で
は
な
く
、
講
習
所
で
「
研
修
」
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
い
事
情
は
わ
か
ら
な
い
が
、
藤
野
は
三
井
物
産
を
い
っ
た
ん
退
社
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
三
井
物
産
の
業
務
日
誌
藤野亀之助論5
に
あ
た
る
「
日
記
」(
二
〇
号
）
(
)
の
明
治
二
七
年
七
月
一
三
日
の
条
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
〔
史
料
五
〕
藤
野
再
勤
、
藤
野
亀
之
助
ヨ
リ
当
会
社
ヘ
再
勤
願
書
呈
出
候
ニ
付
、
評
議
ノ
上
棉
花
部
ニ
使
用
ノ
事
ニ
決
シ
左
ノ
辞
令
相
発
ス
当
会
社
ニ
雇
入
手
代
弐
等
ヲ
命
ス
藤
野
亀
之
助
自
今
月
俸
廿
五
円
ヲ
支
給
ス
手
代
弐
等
藤
野
亀
之
助
内
地
課
勤
務
ヲ
命
ス
同
同
人
藤
野
は
明
治
二
七
年
七
月
か
ら
再
び
三
井
物
産
に
勤
務
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
手
代
二
等
で
の
採
用
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
再
入
社
後
の
藤
野
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
三
井
物
産
の
職
員
録
の
類
で
(
)
追
跡
で
き
る
の
で
、
以
下
に
示
し
て
お
く
。
明
治
二
八
年
一
月
調
時
点：
東
京
勤
務
手
代
六
等
三
〇
年
二
月
調
時
点：
上
海
支
店
詰
、
ま
も
な
く
再
び
東
京
勤
務
と
な
る
。
〃
七
月
調
時
点：
綿
花
布
掛
主
任
三
三
年
三
月
調
時
点：
東
京
本
店
綿
布
掛
主
任
三
四
年
一
月
調
時
点：
大
阪
支
店
綿
布
掛
主
任
（
こ
れ
以
後
、
大
阪
勤
務
）
手
代
二
等
で
再
入
社
し
た
藤
野
が
翌
年
、
手
代
六
等
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ま
で
手
代
の
上
位
に
あ
っ
た
｢
番
頭｣
の
職
階
が
廃
さ
れ
た
こ
と
で
、
番
頭
に
い
た
者
も
手
代
と
さ
れ
た
た
め
で
、
藤
野
だ
け
が
特
に
降
格
処
分
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
藤
野
が
短
期
的
と
は
い
え
上
海
支
店
に
勤
務
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
藤
野
と
同
時
期
に
上
海
支
店
に
勤
務
し
て
い
た
人
物
に
、
前
述
の
山
本
条
太
郎
が
い
る
。
そ
の
山
本
の
伝
記
に
は
こ
の
時
の
上
海
支
店
の
様
子
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
木 山 実 6
〔
史
料
六
〕
翁
（
山
本
条
太
郎
の
こ
と
―
木
山
注
）
が
小
室
三
吉
氏
の
下
に
次
席
と
し
て
上
海
支
店
に
働
い
た
の
は
、
明
治
二
十
八
年
か
ら
同
三
十
年
十
月
に
亘
る
。
そ
の
間
の
同
僚
は
絶
え
ず
出
入
は
あ
つ
た
が
、
或
期
間
机
を
並
べ
て
仕
事
を
共
に
し
た
人
に
は
左
の
諸
氏
が
あ
つ
た
。
藤
本
悦
次
郎
井
上
泰
三
安
田
錐
蔵
藤
野
亀
之
助
三
輪
高
三
郎
石
田
清
直
江
原
吉
之
助
神
酒
本
徳
松
津
田
弘
視
大
岡
破
挫
魔
こ
の
中
安
田
、
藤
野
の
両
氏
は
、
翁
（
山
本
条
太
郎
―
木
山
注
）
と
倶
に
小
僮
上
り
の
偉
ら
者
と
し
て
、
錐
ど
ん
、
亀
ど
ん
、
条
ど
ん
の
三
ど
ん
と
並
び
称
さ
れ
た
…
(
)
…
先
に
み
た
明
治
一
五
年
頃
の
三
井
物
産
内
の
状
況
を
示
し
た
回
顧
談
〔
史
料
三
〕
に
も
出
て
き
た
山
本
条
太
郎
、
藤
野
亀
之
助
、
安
田
錐
蔵
と
い
う
丁
稚
小
僧
あ
が
り
の
三
人
が
再
び
上
海
支
店
で
と
も
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
藤
野
の
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
山
本
条
太
郎
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
山
本
条
太
郎
は
こ
れ
以
後
も
三
井
物
産
で
上
海
支
店
長
な
ど
も
つ
と
め
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
君
臨
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
藤
野
が
上
海
支
店
に
勤
務
し
た
の
は
、
日
清
戦
争
後
に
日
本
が
清
国
市
場
で
権
益
を
得
て
、
急
速
に
綿
製
品
を
は
じ
め
と
す
る
商
品
の
商
権
を
拡
大
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
こ
の
後
、
東
京
に
戻
っ
た
藤
野
は
、
綿
製
品
を
扱
う
綿
花
布
掛
、
さ
ら
に
綿
布
掛
の
主
任
に
抜
擢
さ
れ
、
い
よ
い
よ
豊
田
佐
吉
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
豊
田
佐
吉
は
、
藤
野
亀
之
助
と
同
じ
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
に
静
岡
県
で
も
愛
知
県
に
近
い
敷
知
郡
吉
津
村
に
生
ま
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
豊
田
と
藤
野
の
両
人
が
同
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
両
人
に
親
近
感
を
抱
か
せ
る
ひ
と
つ
の
要
因
に
な
っ
藤野亀之助論7
二
、
豊
田
佐
吉
と
の
出
会
い
(
)
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
若
き
日
か
ら
織
機
の
改
良
・
発
明
へ
の
関
心
を
強
く
も
っ
て
い
た
豊
田
佐
吉
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
一
一
月
頃
ま
で
に
は
動
力
織
機
を
完
成
さ
せ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
佐
吉
は
こ
れ
以
前
に
す
で
に
、
知
人
の
伊
藤
久
八
と
と
も
に
名
古
屋
に
進
出
し
て
糸
繰
返
機
な
ど
の
製
造
・
販
売
所
を
設
け
て
い
た
が
、
そ
の
取
引
先
で
あ
っ
た
愛
知
県
知
多
郡
乙おつ
川かわ
村
の
仲
買
商
で
出
機
業
も
営
ん
で
い
た
石
川
藤
八
が
、
佐
吉
の
動
力
織
機
を
見
て
、
佐
吉
と
合
資
で
織
布
会
社
を
を
起
こ
さ
な
い
か
と
提
案
し
て
き
た
。
そ
れ
を
受
け
、
豊
田
佐
吉
が
織
機
六
〇
台
を
提
供
し
、
石
川
久
八
が
工
場
建
設
の
費
用
を
出
す
こ
と
で
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
一
月
に
乙
川
村
に
乙
川
綿
布
合
資
会
社
が
設
け
ら
れ
、
織
布
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
乙
川
綿
布
で
造
ら
れ
た
製
品
は
品
質
が
均
質
で
好
評
を
博
し
、
生
産
も
急
速
に
伸
び
て
い
く
。
一
方
、
藤
野
の
勤
務
し
て
い
た
三
井
物
産
で
あ
る
が
、
日
清
戦
後
の
清
国
で
の
商
権
拡
大
な
ど
を
受
け
、
重
要
取
扱
品
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
綿
布
の
担
当
部
署
と
し
て
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
五
月
に
は
東
京
本
店
営
業
部
内
に
綿
布
掛
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
に
先
だ
っ
て
明
治
二
九
年
に
設
置
さ
れ
て
い
た
名
古
屋
出
張
所
を
、
三
二
年
三
月
に
は
支
店
に
昇
格
さ
せ
、
名
古
屋
地
区
で
の
取
引
を
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
三
井
物
産
が
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
と
き
、
明
治
三
二
年
夏
に
、
そ
の
物
産
名
古
屋
支
店
が
遭
遇
し
た
の
が
、
豊
田
佐
吉
発
明
に
よ
る
動
力
織
機
で
織
ら
れ
た
乙
川
綿
布
の
綿
布
で
あ
っ
た
。
三
井
物
産
で
は
、
乙
川
綿
布
製
品
が
持
つ
従
来
の
綿
布
に
な
い
品
質
の
均
質
性
に
注
目
し
た
の
で
あ
っ
た
。
乙
川
綿
布
製
品
に
注
目
し
た
三
井
物
産
で
は
、
綿
布
掛
の
藤
野
亀
之
助
と
名
古
屋
支
店
員
に
乙
川
綿
布
工
場
を
訪
問
さ
せ
、
彼
ら
は
豊
田
式
織
機
の
性
能
を
知
る
に
い
た
っ
た
。
当
時
の
動
力
織
機
の
価
格
は
輸
入
品
と
し
て
の
ド
イ
ツ
・
ハ
ー
ト
マ
ン
社
製
が
八
七
二
円
、
フ
ラ
ン
ス
・
ジ
ュ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
社
製
が
三
八
九
円
で
あ
り
、
日
本
製
は
津
田
式
が
一
〇
〇
円
、
そ
れ
に
対
し
て
豊
田
式
は
九
三
円
で
(
)
、
し
か
も
品
質
も
良
か
っ
た
。
藤
野
は
三
井
物
産
の
事
実
上
ト
ッ
プ
に
い
た
益
田
孝
専
務
理
事
と
上
田
安
三
郎
理
事
の
指
示
を
受
け
、
た
だ
ち
に
物
産
名
古
屋
支
店
長
の
寺
島
昇
、
三
井
銀
行
名
古
屋
支
店
長
の
矢
田
績
を
同
道
し
、
名
古
屋
に
い
た
豊
田
佐
吉
木 山 実 8
を
訪
問
し
(
)
た
。
こ
こ
に
三
井
財
閥
の
物
産
・
銀
行
と
豊
田
佐
吉
が
初
め
て
相
ま
み
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
が
東
海
地
方
の
発
明
家
に
す
ぎ
な
か
っ
た
豊
田
が
全
国
区
で
雄
飛
し
て
い
く
契
機
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
機
に
豊
田
と
藤
野
は
懇
意
に
な
り
、
豊
田
が
上
京
し
て
物
産
東
京
本
店
の
藤
野
を
訪
ね
た
際
に
は
、
藤
野
は
喜
ん
で
本
店
内
部
を
案
内
し
た
と
い
う
。
(
)
そ
の
後
、
三
井
物
産
の
側
で
は
同
年
秋
に
織
機
工
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
高
辻
奈
良
造
に
依
頼
し
て
豊
田
式
織
機
の
性
能
や
品
質
を
鑑
定
さ
せ
た
が
、
高
辻
は
豊
田
式
織
機
を
高
く
評
価
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
三
井
物
産
で
は
豊
田
佐
吉
の
発
明
に
対
し
積
極
的
な
支
援
を
決
定
し
、
豊
田
式
織
機
を
三
井
物
産
で
一
手
販
売
す
る
計
画
を
立
て
た
。
豊
田
は
こ
の
時
の
支
援
打
診
を
受
け
入
れ
、
同
年
（
明
治
三
二
年
）
一
一
月
に
資
本
金
三
万
円
、
三
井
物
産
全
額
出
資
の
井
桁
商
会
が
名
古
屋
に
設
立
さ
れ
た
。
豊
田
佐
吉
は
こ
こ
で
技
師
長
と
な
っ
て
発
明
事
業
に
専
念
し
、
井
桁
商
会
で
製
作
さ
れ
た
織
機
は
三
井
物
産
が
五
％
の
手
数
料
を
受
け
取
っ
て
一
手
販
売
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
三
井
物
産
か
ら
は
社
員
の
松
本
常
磐
と
服
部
種
次
郎
が
い
っ
た
ん
物
産
を
退
社
し
て
井
桁
商
会
に
役
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
三
二
年
夏
に
三
井
物
産
側
で
乙
川
綿
布
製
の
綿
布
に
着
目
す
る
や
、
同
年
一
一
月
の
井
桁
商
会
設
立
ま
で
、
実
に
短
時
間
の
う
ち
に
も
の
ご
と
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
察
知
さ
れ
よ
う
。
豊
田
は
三
井
物
産
と
の
関
係
構
築
を
端
緒
に
、
三
井
物
産
首
脳
の
益
田
孝
、
上
田
安
三
郎
は
も
ち
ろ
ん
、
三
井
物
産
の
取
引
先
で
あ
っ
た
名
古
屋
の
メ
ー
カ
ー
と
し
て
当
時
大
き
な
存
在
感
の
あ
っ
た
日
本
車
輌
と
も
関
係
を
築
き
、
さ
ら
に
大
隈
重
信
と
い
っ
た
中
央
政
界
の
大
物
も
豊
田
を
訪
問
す
る
な
ど
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
挙
に
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。
い
わ
ば

物
産
効
果

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
の
特
典
を
、
豊
田
は
存
分
に
享
受
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。だ
が
三
井
物
産
の
支
援
で
設
け
ら
れ
た
井
桁
商
会
は
、
当
初
は
好
調
で
業
績
も
良
好
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
長
続
き
せ
ず
、
豊
田
佐
吉
は
わ
ず
か
一
年
数
ヶ
月
の
う
ち
に
井
桁
商
会
を
辞
任
し
た
。
豊
田
佐
吉
と
三
井
物
産
か
ら
派
遣
さ
れ
た
役
員
二
名
と
の
間
で
、
藤野亀之助論9
経
営
方
針
上
の
対
立
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
豊
田
退
社
後
、
井
桁
商
会
は
資
本
金
を
一
万
円
に
減
資
し
、
事
業
目
的
を
豊
田
式
織
機
の
製
造
販
売
か
ら
、
当
時
考
案
さ
れ
た
織
機
を
広
く
扱
う
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
井
桁
商
会
設
立
の
少
し
前
に
な
る
が
、
明
治
三
二
年
六
月
に
、
三
井
物
産
で
の
輸
出
綿
布
取
り
扱
い
の
中
心
部
署
（
首
部
）
は
、
東
京
本
店
か
ら
日
本
の
綿
工
業
の
中
心
地
と
も
い
う
べ
き
大
阪
の
支
店
に
移
さ
れ
、
藤
野
亀
之
助
も
大
阪
に
転
勤
と
な
っ
て
い
る
。
藤
野
は
大
阪
か
ら
、
井
桁
商
会
を
辞
任
し
た
後
の
名
古
屋
の
豊
田
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
豊
田
と
出
会
っ
た
頃
の
藤
野
の
月
給
額
は
、
明
治
三
一
年
二
月
調
べ
の
人
名
録
か
ら
八
〇
円
程
度
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
(
)
、
明
治
三
五
年
に
は
、
そ
れ
が
一
五
〇
円
と
な
っ
て
い
て
、
(
)
非
常
な
増
額
ぶ
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
当
時
の
物
価
は
、
東
京
で
の
米
の
小
売
価
格
が
一
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
換
算
で
だ
い
た
い
一
円
一
三
銭
か
ら
一
円
二
八
銭
程
度
、
明
治
三
三
年
の
東
京
の
小
学
校
教
員
の
初
任
給
（
月
額
）
が
一
〇
円
か
ら
一
三
円
と
(
)
い
う
よ
う
な
時
代
で
あ
る
か
ら
、
大
商
社
に
勤
め
る
藤
野
の
給
料
は
か
な
り
高
額
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
三
、
大
阪
財
界
で
の
藤
野
亀
之
助
豊
田
佐
吉
が
井
桁
商
会
を
辞
任
し
た
後
も
、
三
井
物
産
で
は
豊
田
の
鉄
製
織
機
、
自
動
杼
替
装
置
の
開
発
・
発
明
事
業
に
注
目
し
、
陰
に
陽
に
彼
を
支
え
つ
づ
け
た
。
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
に
は
、
資
本
金
二
〇
万
円
で
豊
田
式
鉄
製
自
動
織
機
の
製
造
と
織
布
事
業
を
目
的
と
す
る
名
古
屋
織
布
株
式
会
社
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
出
資
は
三
井
物
産
が
負
担
し
た
。
会
社
の
仮
事
務
所
は
三
井
物
産
名
古
屋
支
店
内
に
置
か
れ
、
役
員
に
は
大
阪
の
財
界
人
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
大
阪
支
店
長
に
昇
進
し
て
い
た
藤
野
亀
之
助
が
、
大
阪
で
活
発
に
豊
田
式
織
機
を
宣
伝
し
て
い
た
様
子
が
予
想
さ
れ
る
。
(
)
三
井
物
産
で
は
、
日
露
戦
後
の
権
益
拡
大
を
受
け
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
二
月
に
大
阪
紡
、
三
重
紡
、
岡
山
紡
、
天
満
紡
、
金
巾
製
織
に
働
き
か
け
て
日
本
綿
布
輸
出
組
合
を
結
成
さ
せ
て
い
た
。
三
井
物
産
は
こ
の
組
合
か
ら
手
数
料
な
し
で
「
満
州
」(
中
木 山 実 10
国
東
北
部
）
へ
の
綿
製
品
輸
出
を
請
け
負
う
こ
と
に
し
た
。
(
)
ま
た
同
年
三
月
に
は
朝
鮮
市
場
向
け
の
綿
布
輸
出
に
つ
い
て
、
大
阪
紡
、
三
重
紡
、
金
巾
製
織
の
三
社
が
三
栄
綿
布
組
合
を
結
成
し
、
こ
の
組
合
が
三
井
物
産
大
阪
支
店
に
朝
鮮
向
け
の
一
手
販
売
を
委
託
し
て
輸
出
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
(
)
こ
れ
ら
両
組
合
の
設
立
に
は
、
大
阪
支
店
長
で
棉
花
部
長
も
兼
ね
て
い
た
藤
野
亀
之
助
が
尽
力
し
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
藤
野
は
同
年
四
月
に
は
大
阪
紡
の
山
辺
丈
夫
、
鐘
紡
の
武
藤
山
治
ら
大
阪
、
さ
ら
に
中
京
の
紡
績
会
社
幹
部
た
ち
を
引
き
連
れ
、「
満
州
」
を
視
察
・
調
査
し
、
日
本
か
ら
「
満
州
」
へ
の
綿
布
輸
出
拡
大
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。
(
)
大
阪
財
界
に
お
け
る
三
井
物
産
大
阪
支
店
長
の
地
位
は
相
当
に
高
く
、
藤
野
の
前
任
者
福
井
菊
三
郎
の
場
合
と
同
様
に
、
大
阪
支
店
長
に
昇
進
し
た
藤
野
も
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
大
阪
商
業
会
議
所
の
顧
問
に
当
選
し
(
)
、
四
五
（
一
九
一
二
）
年
以
降
は
同
所
で
も
一
〇
名
し
か
い
な
い
特
別
議
員
大
阪
高
商
校
長
、
大
阪
高
工
校
長
、
住
友
家
総
理
事
、
藤
田
組
理
事
、
大
阪
市
長
な
ど
錚
々
た
る
面
々
が
就
任
し
て
い
た
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
藤
野
は
前
述
の
「
満
州
」
視
察
以
外
に
も
中
国
視
察
に
出
向
い
て
お
り
、
帰
国
後
、
現
地
商
工
業
を
視
察
し
た
成
果
を
、
談
話
会
と
称
し
て
大
阪
商
業
会
議
所
内
で
講
演
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
(
)
豊
田
と
の
関
係
で
は
、
織
機
の
製
造
販
売
を
目
的
と
し
て
、
さ
ら
に
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
が
設
け
ら
れ
た
（
以
前
に
設
け
ら
れ
て
い
た
井
桁
商
会
、
名
古
屋
織
布
も
、
と
も
に
存
続
さ
れ
て
い
る)
。
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
は
資
本
金
一
〇
〇
万
円
と
設
定
さ
れ
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
大
企
業
で
あ
っ
た
。
創
立
総
会
は
同
年
二
月
に
藤
野
の
い
た
三
井
物
産
大
阪
支
店
で
執
り
行
わ
れ
た
。
社
長
に
は
大
阪
合
同
紡
の
谷
口
房
蔵
が
就
任
し
、
豊
田
佐
吉
は
常
務
取
締
役
兼
技
師
長
と
な
っ
て
い
る
。
主
要
株
主
と
し
て
は
三
井
物
産
社
長
三
井
八
郎
次
郎
と
豊
田
佐
吉
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
〇
株
と
も
っ
と
も
多
く
、
三
井
物
産
の
関
係
者
で
は
藤
野
（
五
〇
〇
株
）
は
も
ち
ろ
ん
、
飯
田
義
一
（
五
〇
〇
株)
、
益
田
太
郎
（
五
〇
〇
株)
、
岡
野
悌
二
（
二
〇
〇
株
）
な
ど
も
出
資
し
た
。
藤
野
や
飯
田
、
岡
野
ら
に
よ
る
出
資
の
資
金
源
が
三
井
物
産
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
か
、
彼
ら
自
身
の
資
産
か
ら
拠
出
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
他
に
は
中
京
財
界
の
指
導
者
的
存
在
で
あ
っ
た
奥
田
正
香
（
三
〇
〇
株
）
や
神
野
金
之
助
（
五
〇
〇
株)
ら
が
出
資
し
、
大
阪
財
界
か
ら
も
山
辺
丈
夫
、
谷
口
房
蔵
、
三
井
物
産
出
身
で
北
浜
銀
行
社
長
の
岩
下
清
周
、
摂
津
製
油
藤野亀之助論11
の
志
方
勢
七
、
日
本
綿
花
の
田
中
市
太
郎
（
山
辺
以
下
全
員
五
〇
〇
株
）
な
ど
、
三
井
物
産
幹
部
、
大
阪
、
名
古
屋
の
著
名
財
界
人
が
株
主
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
棉
花
部
長
と
し
て
紡
績
業
界
と
の
関
係
を
深
め
た
藤
野
の
尽
力
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
周
知
の
よ
う
に
、
豊
田
佐
吉
は
以
前
の
井
桁
商
会
辞
任
劇
と
同
様
、
こ
の
会
社
も
追
わ
れ
て
し
ま
う
。
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
四
月
、
役
員
会
で
豊
田
の
解
任
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
解
任
の
直
接
の
原
因
は
開
業
後
三
年
に
わ
た
る
業
績
不
振
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
豊
田
の
発
明
優
先
主
義
へ
の
批
判
、
豊
田
と
他
の
役
員
の
間
の
不
和
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
以
前
の
井
桁
商
会
に
お
け
る
豊
田
の
辞
任
劇
と
同
様
の
問
題
が
発
生
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
(
)
藤
野
は
、
こ
の
よ
う
な
解
任
と
い
う
憂
き
目
に
あ
っ
た
豊
田
佐
吉
と
の
関
係
を
切
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
失
意
の
な
か
に
あ
っ
た
豊
田
は
同
年
五
月
に
欧
米
視
察
の
旅
に
出
る
が
、
ま
ず
最
初
に
訪
問
し
た
ア
メ
リ
カ
で
は
ま
ず
西
海
岸
シ
ア
ト
ル
に
上
陸
し
、
東
部
に
向
か
っ
た
。
東
部
で
は
三
井
物
産
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
員
が
待
ち
か
ま
え
、
ア
メ
リ
カ
で
の
工
場
視
察
な
ど
も
手
配
し
て
懇
切
丁
寧
に
豊
田
に
対
応
し
た
。
こ
の
時
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
長
瀬
古
孝
之
助
に
渡
米
中
の
豊
田
の
世
話
を
依
頼
し
て
お
い
た
の
は
大
阪
支
店
長
の
藤
野
で
あ
っ
た
。
(
)
四
、
藤
野
亀
之
助
の
三
井
物
産
退
社
豊
田
佐
吉
は
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
一
月
に
欧
米
視
察
の
旅
か
ら
帰
国
し
た
後
、
織
機
の
発
明
事
業
を
継
続
し
つ
つ
、
独
立
自
営
の
織
布
工
場
の
経
営
を
企
画
し
、
豊
田
自
動
織
布
工
場
と
い
う
名
の
工
場
を
同
年
中
に
建
て
、
翌
大
正
元
（
一
九
一
一
）
年
秋
に
は
操
業
を
開
始
し
て
い
る
。
一
方
、
三
井
物
産
の
藤
野
は
豊
田
を
追
放
し
た
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
に
関
与
し
つ
づ
け
、
同
社
と
解
任
後
の
豊
田
と
の
契
約
関
係
や
豊
田
へ
の
特
許
支
払
い
の
見
直
し
・
更
改
な
ど
に
尽
力
し
た
。
豊
田
は
豊
田
自
動
織
布
工
場
の
操
業
開
始
後
ま
も
な
く
し
て
紡
績
業
の
兼
営
を
も
企
画
す
る
が
、
藤
野
は
三
井
物
産
を
通
じ
、
そ
の
資
金
を
供
給
し
た
の
で
あ
っ
た
。
(
)
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
と
、
戦
場
と
な
ら
な
か
っ
た
日
本
に
は
そ
の
後
に
わ
か
に
好
況
の
波
木 山 実 12
が
押
し
寄
せ
、
大
戦
景
気
を
謳
歌
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
綿
製
品
と
織
機
の
市
場
も
急
拡
大
し
、
豊
田
佐
吉
本
人
な
ら
び
に
豊
田
を
支
え
つ
つ
け
た
三
井
物
産
、
お
よ
び
藤
野
亀
之
助
も
よ
う
や
く
に
し
て
報
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
そ
の
頃
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
が
、
豊
田
佐
吉
を
囲
む
宴
席
が
催
さ
れ
た
際
の
次
の
よ
う
な
光
景
か
ら
は
、
豊
田
と
藤
野
の
友
情
が
相
当
に
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
知
さ
れ
よ
う
。
少
々
長
い
が
引
用
し
て
お
き
た
い
。
〔
史
料
七
〕
涙
の
感
謝
会
晩
年
、
翁
（
豊
田
佐
吉
―
木
山
注
）
は
東
京
築
地
の
瓢
屋
で
、
成
功
感
謝
会
な
る
も
の
を
開
い
た
。
…
…
中
略
…
…
こ
の
会
に
は
三
井
物
産
の
大
御
所
益
田
孝
氏
や
団
琢
磨
氏
を
は
じ
め
、
多
数
の
名
士
が
列
席
し
た
。
席
定
つ
て
か
ら
、
性
来
寡
黙
な
翁
に
変
つ
て
、
親
友
の
藤
野
亀
之
助
氏
が
徐
に
起
つ
て
挨
拶
を
述
べ
た
「
諸
君
、
今
夕
は
我
国
発
明
界
の
巨
人
豊
田
佐
吉
君
が
今
日
ま
で
辿
り
来
つ
た
過
去
を
ふ
り
か
へ
ら
れ
ま
し
て
、
ぜ
ひ
と
も
親
し
く
膝
を
つ
き
合
せ
て
感
謝
し
な
け
れ
ば
相
済
ま
ぬ
と
い
ふ
の
で
、
催
さ
れ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
御
多
用
に
も
拘
り
ま
せ
ず
、
か
く
多
数
お
は
こ
び
を
願
ひ
ま
し
て
主
催
者
と
し
て
こ
の
上
の
光
栄
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
豊
田
君
に
代
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
豊
田
君
は
御
承
知
の
如
く
遠
州
の
片
田
舎
に
生
れ
幼
に
し
て
発
明
に
志
し
織
機
の
発
明
に
入
り
て
よ
り
は
実
に
浮
沈
多
き
生
活
を
続
け
或
時
は
親
子
夫
婦
相
擁
し
て
泣
き
く
づ
れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
」
と
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
来
る
と
、
傍
ら
に
ゐ
た
翁
は
感
極
つ
た
の
で
あ
ら
う
、
人
に
隠
れ
る
や
う
に
し
て
泣
い
て
ゐ
た
。
そ
し
て
藤
野
氏
も
ま
た
涙
ぐ
む
で
挨
拶
が
続
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
つ
た
。
(
)
…
…
と
こ
ろ
で
、
第
一
次
大
戦
勃
発
の
直
前
、
大
正
三
年
二
月
に
三
井
物
産
棉
花
部
長
は
藤
野
か
ら
児
玉
一
造
に
交
替
し
て
い
る
。
(
)
そ
し
て
藤
野
は
同
年
九
月
に
は
大
阪
支
店
長
の
職
も
後
任
の
武
村
貞
一
郎
に
譲
り
、
嘱
託
と
な
っ
て
三
井
物
産
を
退
社
・
独
立
し
た
よ
う
で
あ
る
。
(
)
こ
の
と
き
の
藤
野
退
社
の
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
藤
野
が
「
四
国
事
業
視
察
に
当
り
一
鉱
山
の
有
望
な
る
よ
り
垂
藤野亀之助論13
涎
措
く
能
は
ず
、
独
立
経
営
せ
ん
と
の
願
望
を
抱
き
…
…
同
社
（
三
井
物
産
―
木
山
注
）
を
辞
」
し
、
愛
媛
県
太
平
鉱
山
等
の
鉱
山
主
と
な
っ
た
と
す
る
史
料
が
あ
る
。
(
)
事
業
投
資
欲
旺
盛
な
藤
野
は
、
三
井
物
産
大
阪
支
店
長
と
い
う
地
位
に
飽
き
た
ら
ず
独
立
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、『
財
界
物
故
傑
物
伝
』(
昭
和
一
一
年
刊
）
は
紡
績
、
鉱
山
な
ど
に
投
資
し
た
藤
野
が
、
そ
れ
ら
の
投
資
を
適
中
さ
せ
て
利
益
を
あ
げ
、
資
産
額
二
〇
〇
万
円
と
称
せ
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
資
産
を
保
全
す
る
目
的
で
藤
野
合
資
会
社
が
設
け
ら
れ
た
と
い
う
。
(
)
先
に
〔
史
料
二
〕
で
も
見
た
『
大
日
本
実
業
家
名
鑑
』(
大
正
八
年
刊
）
で
は
、
藤
野
が
取
締
役
や
監
査
役
に
就
い
て
い
た
企
業
を
以
下
の
よ
う
に
列
挙
し
て
い
る
。
小
田
原
紡
織
株
式
会
社
、
大
阪
電
気
軌
道
株
式
会
社
、
堺
セ
ル
ロ
イ
ド
株
式
会
社
、
王
子
製
紙
株
式
会
社
、
（
以
上
、
取
締
役
）
電
気
化
学
工
業
株
式
会
社
、
菊
井
紡
織
株
式
会
社
、
大
連
土
地
株
式
会
社
、
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
、
湯
浅
電
池
製
造
株
式
会
社
（
以
上
、
監
査
役)
(
)
豊
田
式
織
機
は
も
ち
ろ
ん
、
堺
セ
ル
ロ
イ
ド
や
王
子
製
紙
、
湯
浅
電
池
な
ど
も
三
井
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
た
企
業
で
あ
り
、
藤
野
が
三
井
物
産
退
社
後
も
そ
の
よ
う
な
企
業
の
取
締
役
・
監
査
役
に
就
き
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
は
や
や
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
ま
た
豊
田
と
の
関
係
で
も
、
豊
田
佐
吉
が
明
治
末
年
か
ら
操
業
し
て
い
た
豊
田
紡
織
工
場
を
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
一
月
に
資
本
金
五
〇
〇
万
円
の
豊
田
紡
織
株
式
会
社
に
改
組
し
た
際
、
表
１
の
よ
う
に
、
藤
野
は
豊
田
佐
吉
に
次
ぐ
第
二
位
の
大
株
主
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
。
豊
田
佐
吉
に
次
ぐ
藤
野
の
出
資
分
二
万
九
四
〇
〇
株
と
い
う
の
は
払
込
金
額
で
八
五
万
円
余
に
も
の
ぼ
る
も
の
で
、
豊
田
家
の
人
々
に
よ
る
出
資
と
比
べ
て
も
、
き
わ
め
て
多
額
な
出
資
で
あ
る
。
由
井
常
彦
氏
は
こ
の
時
の
藤
野
の
出
資
に
つ
い
て
、「
藤
野
個
人
の
こ
う
し
た
多
額
の
出
資
は
現
実
に
は
考
え
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
長
い
間
三
井
物
産
か
ら
豊
田
紡
織
の
資
金
木 山 実 14
助
成
を
主
張
し
、
豊
田
紡
織
の
設
立
時
に
融
資
を
実
現
し
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
、
藤
野
の
名
義
に
よ
る
三
井
物
産
か
ら
の
間
接
的
な
出
資
の
可
能
性
は
、
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」
(
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
由
井
常
彦
氏
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
記
述
を
肯
定
し
た
り
否
定
す
る
史
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
先
述
の
と
お
り
、
藤
野
の
資
産
額
が
二
〇
〇
万
円
に
達
し
て
い
た
と
い
う
記
述
が
事
実
な
ら
ば
、
こ
の
豊
田
紡
織
へ
の
藤
野
に
よ
る
八
五
万
円
余
の
出
資
は
、
藤
野
個
人
の
出
資
と
し
て
不
可
能
な
額
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
豊
田
佐
吉
も
藤
野
も
と
も
に
逝
去
し
た
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
に
お
け
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
創
立
時
の
株
主
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、
藤
野
家
の
資
産
保
全
会
社
で
あ
る
藤
野
合
資
が
六
〇
〇
〇
株
、
ま
た
藤
野
家
の
勝
太
郎
、
平
次
郎
、
和
三
郎
の
分
も
合
わ
せ
る
と
合
計
八
〇
〇
〇
株
分
を
藤
野
家
か
ら
出
資
し
、
藤
野
亀
之
助
の
長
男
勝
太
郎
が
取
締
役
に
就
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
仮
り
に
大
正
期
の
藤
野
亀
之
助
名
義
の
豊
田
へ
の
出
資
分
の
出
元
が
三
井
物
産
な
ら
ば
、
そ
の
出
資
分
は
藤
野
の
死
後
、
当
然
何
ら
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表１ 創立時豊田紡織株式会社
創立時の主要株主
株 主 名 持 株
豊 田 佐 吉 48,000
藤 野 亀之助 29,400
豊 田 利三郎 10,000
児 玉 米 子 9,000
豊 田 喜一郎 500
児 玉 一 造 500
豊 田 平 吉 300
豊 田 愛 子 300
豊 田 伊 吉 200
豊 田 佐 助 200
豊 田 洋 子 200
児 玉 桂 三 200
豊 田 ゑ い 100
豊 田 な を 100
豊 田 す が 100
園 田 忠 雄 100
園 田 武 彦 100
藤 野 つ ゆ 100
鈴 木 正 吉 100
鈴 木 こ う 100
鈴 木 栄 蔵 100
鈴 木 ろ く 100
鈴 木 金 蔵 100
園 田 操 子 50
園 田 京 子 50
計 25名 1,000,000株
(出所) 由井常彦 ｢三井物産と豊田佐吉
および豊田式織機の研究 (下)｣
(『三井文庫論叢』 第36号､ 平成14
年) 173ページ｡
か
の
か
た
ち
で
回
収
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
昭
和
初
期
の
ト
ヨ
タ
自
工
創
立
時
に
藤
野
家
か
ら
少
な
か
ら
ざ
る
金
額
が
出
資
さ
れ
て
い
る
事
実
を
み
る
と
、
大
正
期
の
大
戦
景
気
の
な
か
で
利
益
を
あ
げ
た
藤
野
亀
之
助
の
資
産
が
二
〇
〇
万
円
に
も
お
よ
ん
だ
と
の
記
述
も
事
実
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
三
井
物
産
退
社
後
の
藤
野
の
活
動
と
し
て
は
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
に
大
阪
株
式
取
引
所
の
理
事
長
に
就
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
(
)
こ
の
大
阪
株
式
取
引
所
で
の
活
動
を
通
じ
、
藤
野
は
株
式
仲
買
人
出
身
で
株
式
の
「
買
占
屋｣
、
会
社
の
「
乗
取
屋
」
と
称
さ
れ
た
島
徳
蔵
と
(
)
の
関
係
が
深
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
島
徳
蔵
は
藤
野
の
後
任
と
し
て
大
正
五
年
に
大
阪
株
式
取
引
所
理
事
長
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表２ トヨタ自動車工業創立時の株主
(昭和13年３月末日現在)
株 主 持 株 数
豊田自動織機製作所 180,400株
豊 田 紡 織 10,000
豊 田 利 三 郎 (社長) 10,000
豊 田 喜 一 郎 (副社長) 10,000
藤 野 合 資 6,000
庄 内 川 レ ー ヨ ン 5,000
寺 田 甚 吉 ( 取 ) 5,000
児 玉 桂 三 5,000
豊 田 佐 助 1,000
藤 野 勝 太 郎 ( 取 ) 1,000
豊 田 平 吉 ( 監 ) 500
岡 部 岩 太 郎 ( 監 ) 500
大 島 理 三 郎 (常取) 500
竹 内 賢 吉 (常取) 500
西 川 秋 次 ( 監 ) 500
藤 野 平 次 郎 500
藤 野 和 三 郎 500
中 村 米 治 郎 500
森 治 郎 500
鈴 木 利 蔵 300
岡 本 藤 次 郎 ( 監 ) 300
菅 隆 俊 ( 取 ) 300
岡 崎 栄 一 ( 監 ) 300
池 永 羆 ( 取 ) 300
伊 藤 省 吾 ( 取 ) 300
神 谷 正 太 郎 ( 取 ) 300
合 計 240,000
(出所) 森川英正 『地方財閥』 (日本経済新聞社､ 昭
和60年) 268ページ｡
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
正
七
年
に
中
国
・
上
海
に
綿
糸
や
有
価
証
券
取
引
の
た
め
の
上
海
取
引
所
を
設
け
、
そ
の
社
長
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
上
海
取
引
所
の
重
役
陣
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
て
、
藤
野
も
取
締
役
と
し
て
名
を
連
ね
た
。
社
長：
島
徳
蔵
常
務
取
締
役：
呉
大
五
郎
、
江
原
吉
之
助
取
締
役：
奥
繁
三
郎
、
志
方
勢
七
、
藤
野
亀
之
助
、
宮
崎
敬
介
、
王
一
亭
監
査
役：
藤
山
雷
太
、
山
本
条
太
郎
、
朱
葆
(
)
興
味
深
い
の
は
、
先
に
〔
史
料
六
〕
で
み
た
藤
野
亀
之
助
が
三
井
物
産
上
海
支
店
在
勤
時
に
、
と
も
に
机
を
並
べ
た
と
い
う
江
原
吉
之
助
、
山
本
条
太
郎
も
、
こ
こ
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
青
年
期
の
交
わ
り
が
、
こ
の
時
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
三
井
系
で
は
他
に
三
井
物
産
出
身
の
呉
大
五
郎
、
三
井
銀
行
出
身
の
藤
山
雷
太
も
加
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
藤
野
の
尽
力
で
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
が
設
け
ら
れ
た
際
の
出
資
者
で
あ
っ
た
志
方
勢
七
も
藤
野
と
同
じ
く
取
締
役
で
加
わ
っ
て
い
る
。
三
井
物
産
を
退
社
し
て
独
立
し
、
大
戦
景
気
の
な
か
旺
盛
な
事
業
欲
で
躍
動
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
藤
野
亀
之
助
で
あ
っ
た
が
、
不
幸
に
も
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
一
月
七
日
、
流
行
性
感
冒
当
時
流
行
し
た
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
で
あ
ろ
う
か
で
死
亡
し
て
し
ま
う
。
(
)
享
年
五
二
で
あ
っ
た
。
む
す
び
三
井
物
産
は
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
の
創
業
以
降
、
政
府
米
輸
出
や
官
営
事
業
の
三
池
炭
輸
出
な
ど
政
府
関
係
の
業
務
（
御
用
商
売
）
が
多
く
を
占
め
て
い
た
が
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
、
御
用
商
売
の
比
率
が
低
下
し
、
逆
に
民
間
と
の
取
引
を
増
や
し
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
さ
な
か
、
豊
田
佐
吉
発
明
の
自
動
織
機
に
出
会
っ
た
三
井
物
産
は
、
本
稿
で
み
た
よ
う
に
豊
田
を
支
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援
し
つ
づ
け
た
。
そ
の
三
井
物
産
に
お
い
て
、
井
桁
商
会
や
豊
田
式
織
機
株
式
会
社
で
他
の
役
員
た
ち
と
の
不
和
を
繰
り
返
し
、
や
や
も
す
れ
ば
変
わ
り
者
扱
い
さ
れ
て
い
た
豊
田
佐
吉
を
見
限
る
こ
と
な
く
、
実
に
辛
抱
強
く
支
え
つ
づ
け
た
藤
野
亀
之
助
の
活
動
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
藤
野
は
三
井
物
産
に
お
い
て
投
融
資
を
通
じ
て
新
た
な
商
権
を
形
成
す
る
と
い
う
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
推
進
し
た
象
徴
的
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
藤
野
の
豊
田
佐
吉
へ
の
支
援
活
動
を
裏
打
ち
し
た
の
は
、
企
業
間
関
係
を
越
え
た
友
情
と
い
う
か
、
人
間
的
な
き
ず
な
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
藤
野
亀
之
助
の
企
業
者
活
動
は
、
日
本
の
綿
工
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
大
阪
財
界
と
豊
田
の
拠
点
で
あ
っ
た
中
京
の
財
界
を
結
び
つ
け
た
点
で
も
意
義
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。
藤
野
は
三
井
物
産
大
阪
支
店
長
と
し
て
、
日
本
の
綿
製
品
の
主
要
な
市
場
と
な
っ
て
い
く
中
国
市
場
を
常
に
見
据
え
て
い
た
こ
と
も
特
徴
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
少
年
期
に
と
も
に
丁
稚
小
僧
と
し
て
三
井
物
産
に
奉
公
に
あ
が
り
、
ま
た
短
期
間
な
が
ら
上
海
支
店
で
も
と
も
に
勤
務
し
、
そ
の
後
、
三
井
物
産
上
海
支
店
長
に
昇
進
す
る
山
本
条
太
郎
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
（
筆
者
は
関
西
学
院
大
学
商
学
部
教
授
）
注
(

）
田
中
忠
治
編
『
豊
田
佐
吉
伝
』(
豊
田
佐
吉
翁
正
伝
編
纂
所
、
昭
和
八
年
）
三
五
七
頁
。
(

）
例
え
ば
森
川
英
正
『
地
方
財
閥
』(
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
六
〇
年
）
二
六
九
頁
、
和
田
一
夫
・
由
井
常
彦
『
豊
田
喜
一
郎
伝
』
(
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
平
成
一
四
年
）
第
一
章
、
武
田
晴
人
『
世
紀
転
換
期
の
起
業
家
た
ち
』(
講
談
社
、
平
成
一
六
年
）
第
一
章
、
な
ど
を
参
照
。
(

）
『
大
日
本
実
業
家
名
鑑
』
下
巻
（
実
業
之
世
界
社
、
大
正
八
年
）｢
藤
野
亀
之
助｣
。『
財
界
物
故
傑
物
伝
』
下
巻
（
実
業
之
世
界
社
、
昭
和
一
一
年
）
三
四
三
頁
で
は
、
藤
野
は
「
多
田
原
七
の
長
男
と
し
て
」
生
ま
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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(
）
原
安
三
郎
編
『
山
本
条
太
郎
翁
追
憶
録
』(
三
秀
社
、
昭
和
一
一
年
）
七
一
四
頁
。
(

）
若
林
幸
男
『
三
井
物
産
人
事
政
策
史
一
八
七
六
〜
一
九
三
一
年
』(
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
平
成
一
九
年
）
一
七
頁
。
(

）
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
「
使
用
人
録
」(
物
産
五
二
―
一)
。
(

）
国
会
図
書
館
・
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
閲
覧
可
能
。
(

）
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
「
日
記
」
二
〇
号
(
物
産
二
〇
）
に
藤
野
再
勤
の
記
録
が
あ
る
こ
と
は
三
井
文
庫
の
樋
口
知
子
氏
か
ら
ご
教
示
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
(

）
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
（
物
産
五
〇)
。
ち
な
み
に
三
井
物
産
の
｢
人
名
録｣
｢
職
員
録｣
の
類
に
藤
野
亀
之
助
の
名
が
初
め
て
登
場
す
る
の
は
、｢
三
越
店
員
・
物
産
会
社
員
・
東
京
相
続
講
員
人
名
控｣
(
三
井
物
産
所
蔵
史
料
、
別
六
九)
で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料
は
明
治
一
六
年
一
〇
月
の
三
井
物
産
人
員
の
う
ち
手
代
以
上
の
者
の
名
を
記
し
た
名
簿
を
明
治
二
〇
年
一
月
に
更
正
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
翌
二
一
年
に
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
藤
野
は
明
治
二
一
年
に
増
員
さ
れ
た
一
四
名
の
う
ち
の
一
名
と
見
ら
れ
る
。
藤
野
の
名
が
明
治
二
一
年
に
初
め
て
記
載
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
彼
が
ま
だ
手
代
に
ま
で
昇
進
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
本
文
中
で
述
べ
た
よ
う
に
商
法
講
習
所
(
明
治
一
七
年
以
後
、
東
京
商
業
学
校
と
改
称)
で
勉
強
し
て
い
た
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
(

）
山
本
条
太
郎
翁
伝
記
編
纂
会
編
『
山
本
条
太
郎
伝
記
』(
三
秀
社
、
昭
和
一
七
年
）
一
二
一
頁
。
(

）
本
節
の
記
述
は
断
り
の
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
由
井
常
彦
「
三
井
物
産
と
豊
田
佐
吉
お
よ
び
豊
田
式
織
機
の
研
究
（
上)
」
（『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
四
号
、
平
成
一
二
年
）
に
拠
る
。
本
稿
は
由
井
常
彦
氏
の
一
連
の
研
究
に
触
発
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
(
	
）
楫
西
光
速
『
豊
田
佐
吉
』
新
装
版
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
二
年
）
四
八
頁
。
(


）
前
掲
、
田
中
編
『
豊
田
佐
吉
伝
』
九
八
頁
。
(

）
同
右
、
一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
。
(

）
前
掲
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
（
物
産
五
〇
）
に
綴
じ
ら
れ
た
「
明
治
三
十
一
年
二
月
一
日
現
在
」
の
部
分
を
参
照
。
手
書
き
で
月
給
額
と
推
測
さ
れ
る
記
入
が
あ
る
。
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(
）
前
掲
、
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
「
使
用
人
録
」(
物
産
五
二
―
一)
。
(

）
甲
賀
忠
一
ほ
か
編
『
物
価
の
文
化
史
辞
典
』(
展
望
社
、
平
成
二
〇
年
）
二
九
頁
、
三
九
八
頁
。
(

）
由
井
常
彦
「
三
井
物
産
と
豊
田
佐
吉
お
よ
び
豊
田
式
織
機
の
研
究
（
中)
」(『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
五
号
、
平
成
一
三
年
）
一
〇
三
頁
。
(

）
『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
（
日
本
経
営
史
研
究
所
、
昭
和
五
三
年
）
二
八
二
頁
。
(

）
同
右
、
二
四
六
頁
。
(

）
『
三
井
事
業
史
』
本
篇
第
三
巻
上
（
三
井
文
庫
、
昭
和
五
五
年
）
五
一
頁
。
前
掲
、
由
井
常
彦
「
三
井
物
産
と
豊
田
佐
吉
お
よ
び
豊
田
式
織
機
の
研
究
（
中)
」
一
一
五
頁
。
(

）
『
大
阪
商
工
会
議
所
史
』(
大
阪
商
工
会
議
所
、
昭
和
一
六
年
）
七
一
七
頁
。
(

）
『
明
治
四
五
年
大
正
元
年
大
阪
商
業
会
議
所
年
報
』(
大
阪
商
業
会
議
所
、
大
正
二
年
）
三
八
頁
お
よ
び
巻
末
の
附
録
参
照
。
(
	
）
前
掲
、
由
井
常
彦
「
三
井
物
産
と
豊
田
佐
吉
お
よ
び
豊
田
式
織
機
の
研
究
（
中)
」
一
三
二
頁
。
(


）
前
掲
、
田
中
編
『
豊
田
佐
吉
伝
』
二
八
一
頁
（
瀬
古
孝
之
助
の
追
憶
録)
。
(

）
由
井
常
彦
「
三
井
物
産
と
豊
田
佐
吉
お
よ
び
豊
田
式
織
機
の
研
究
（
下)
」(『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
六
号
、
平
成
一
四
年
）
一
五
三
頁
以
下
参
照
。
(

）
前
掲
、
田
中
編
『
豊
田
佐
吉
伝
』
二
二
四
―
二
二
五
頁
。
(

）
前
掲
『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
』
上
、
三
五
八
頁
。
(

）
前
掲
『
財
界
物
故
傑
物
伝
』
下
巻
、
三
四
四
頁
。
(

）
小
川
功
「
鉱
業
投
資
と
リ
ス
ク
管
理
（
序)
」(『
彦
根
論
叢
』
三
五
五
号
、
平
成
一
七
年
）
三
頁
。
本
文
中
「
」
内
の
原
史
料
は
、
漆
正
二
郎
『
大
阪
財
界
一
百
人
』(
株
式
研
究
会
、
大
正
六
年
）
二
四
三
頁
と
の
こ
と
で
あ
る
。
(

）
前
掲
『
財
界
物
故
傑
物
伝
』
下
巻
、
三
四
四
頁
。
(

）
前
掲
、『
大
日
本
実
業
家
名
鑑
』
下
巻
、
八
三
頁
。
(

）
前
掲
、
由
井
常
彦
「
三
井
物
産
と
豊
田
佐
吉
お
よ
び
豊
田
式
織
機
の
研
究
（
下)
」
一
七
二
頁
。
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(
）
前
掲
『
財
界
物
故
傑
物
伝
』
下
巻
、
三
四
四
頁
。
(

）
島
徳
蔵
に
つ
い
て
は
、
山
田
充
郎
「
取
引
所
理
事
長
と
『
乗
取
屋
』
島
徳
蔵
の
二
つ
の
顔
」(『
企
業
家
研
究
』
第
四
号
、
平
成
一
九
年
）
参
照
。
(

）
｢
新
た
に
開
設
さ
れ
た
る
株
式
会
社
上
海
取
引
所
」(『
時
事
新
報
』
大
正
八
年
一
月
二
七
日
）
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
閲
覧
可
能
。
(

）
稲
村
徹
元
ほ
か
編
『
大
正
過
去
帳
』(
東
京
美
術
、
昭
和
四
八
年
）
一
九
六
頁
。
藤野亀之助論21
